
【研究ノート】東北アジアでの日ソ対立と日中戦争におけるソ連の宣伝工作  

― 1920～1940 年代を中心に 

 シェルゾッド・ムミノフ 

 本稿は主に日中戦争影響下のソ連の新聞記事、図書等を中心に、1920～1940 年代のソ連

の反日・反軍国主義・反資本主義的プロパガンダの工作を捉えようとするものである。満州

事変からノモンハン事件にかけて、日ソ関係は相互不信の状態にあり、挑発や敵対を繰り返

していた。この時期のソ連の宣伝は、ソ連政府の日本に対する不信感を反映したものであっ

た。プラウダをはじめソ連の新聞は、日本が東北アジア、特に当時ソ連に所有権があった東

清鉄道（北満鉄道）の沿線で行った挑発行為を次々に報道した。ソ連の反日宣伝は新聞に留

まらず、当時ソ連で出版された図書でも行われている。これらの宣伝はソ連国内向けのもの

であると同時に、世界中の読者をも対象とするものであった。 

 

 

 

【Research Note】Soviet Propaganda Policy Regarding Soviet-Japanese Confrontation in 

Northeast Asia, 1920-1940 

 Sherzod Muminov 

 This paper analyzes the construction of the Soviet propaganda strategy, methods and 

objectives in the period before and during the Second Sino-Japanese War. For much of this 

period Japan interacted with the USSR from a position of strength, as seen in the repeated 

Soviet attempts to sign a neutrality pact with Japan, and a series of concessions that Moscow 

had to agree in its interactions with Tokyo. I analyze Soviet newspapers and books to see how 

this relationship and Japan’s expansionist policies on the mainland were reflected in the minds 

of Soviet propagandists. 


